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17
年
ぶ
り
の
普
通
預
金
金
利
引
き
上
げ

　

2
0
2
4
年
3
月
に
日
本
銀
行
が
マ
イ

ナ
ス
金
利
政
策
を
解
除
し
た
こ
と
で
、
無

担
保
コ
ー
ル
レ
ー
ト
は
マ
イ
ナ
ス
圏
か
ら

プ
ラ
ス
圏
へ
と
即
座
に
上
昇
し
た
。
今
回

の
金
利
上
昇
局
面
は
、
市
場
金
利
の
マ
イ

ナ
ス
圏
か
ら
の
復
活
を
伴
う
こ
と
か
ら

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
と
表
現
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

　

市
場
金
利
が
上
昇
し
た
こ
と
で
、
金
融

機
関
の
預
金
金
利
も
動
い
た
。
23
年
秋
に

は
日
銀
が
長
短
金
利
操
作
を
柔
軟
化
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
年
限
が
長
い
定
期
預
金

金
利
を
引
き
上
げ
る
金
融
機
関
が
相
次
い

だ
。
24
年
3
月
に
は
日
銀
が
8
年
余
り
続

け
た
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
を
解
除
し
た
こ

と
を
受
け
て
、
年
限
が
短
い
預
金
金
利
に

も
引
き
上
げ
が
及
ん
だ
。
本
稿
執
筆
時
点

に
お
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
含
ま
な

い
店
頭
金
利
は
、
普
通
預
金
金
利
0
・

0
2
0
%
、
1
年
定
期
預
金
金
利
0
・

0
2
5
%
の
金
融
機
関
が
主
流
と
な
っ
た
。

　

普
通
預
金
金
利
が
前
回
引
き
上
げ
改
定

さ
れ
た
の
は
、
07
年
2
月
末
頃
の
0
・

1
%
→
0
・
2
%
で
あ
っ
た
。
今
回
の
0
・

0
0
1
%
→
0
・
0
2
0
%
の
引
き
上
げ

改
定
は
実
に
17
年
ぶ
り
で
あ
る
。
普
通
預

金
金
利
の
改
定
そ
れ
自
体
が
、
16
年
2
月

末
頃
の
0
・
0
2
0
%
→
0
・
0
0
1
%

の
引
き
下
げ
改
定
以
来
8
年
ぶ
り
で
あ
る
。

市
場
金
利
追
随
率
と
銀
行
勘
定
金
利
リ
ス
ク
管
理

　

預
金
は
、
各
金
融
機
関
が
取
り
扱
う
商

品
で
あ
り
、
金
融
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
能
動

的
に
自
ら
の
店
頭
金
利
を
決
定
す
る
。
顧

客
に
適
用
す
る
店
頭
金
利
は
、
市
場
金
利

の
よ
う
に
日
々
刻
々
と
変
動
す
る
も
の
で

は
な
い
が
、
市
場
金
利
が
大
き
く
変
化
す

れ
ば
店
頭
金
利
も
改
定
さ
れ
る
。
市
場
金

利
の
変
化
を
店
頭
金
利
に
転
嫁
す
る
割
合

の
こ
と
を
、
金
融
機
関
経
営
の
実
務
で
は

市
場
金
利
へ
の
追
随
率
と
呼
ぶ
。
学
術
分

野
で
は
パ
ス
ス
ル
ー
率
と
呼
ば
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
同
義
で
あ
る
。

普
通
預
金
金
利
の
改
定

市
場
金
利
へ
の
追
随
率
は
お
お
む
ね
30
%
台

三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

金
融
戦
略
室
プ
リ
ン
シ
パ
ル

杉
山
敏
啓

解 説

　
2
0
2
4
年
3
月
に
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
解
除
さ
れ
、
銀
行
の
普
通
預
金
金
利
が
17
年
ぶ
り
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

預
金
金
利
の
改
定
は
頻
繁
で
は
な
い
が
、
市
場
金
利
が
大
き
く
動
け
ば
、
そ
れ
に
追
随
す
る
形
で
改
定
さ
れ
る
。
普
通
預

金
金
利
の
市
場
金
利
へ
の
追
随
率
を
長
期
で
み
る
と
お
お
む
ね
30
%
台
で
あ
る
。
市
場
金
利
へ
の
追
随
率
は
貸
出
金
利
よ

り
も
預
金
金
利
の
方
が
低
く
、
金
利
上
昇
局
面
で
預
貸
利
ざ
や
が
改
善
す
る
傾
向
が
金
融
機
関
の
資
金
利
益
に
プ
ラ
ス
に

作
用
す
る
。
だ
が
、
預
金
者
の
預
け
替
え
行
動
が
大
き
く
な
れ
ば
、
粘
着
的
な
預
金
で
は
な
い
部
分
が
シ
フ
ト
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
金
融
機
関
は
、
預
金
の
う
ち
長
期
滞
留
す
る
部
分
を
考
慮
し
た
上
で
、
預
金
金
利
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
A
L
M

（
資
産
・
負
債
の
総
合
管
理
）
運
営
全
体
の
枠
組
み
の
中
で
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

 

す
ぎ
や
ま
・
と
し
ひ
ろ　
三
和
総
合

研
究
所
入
社
、三
和
銀
行
事
業
調
査

部
出
向
、U
F
J
総
合
研
究
所
主
任

研
究
員
、三
菱
U
F
J
リ
サ
ー
チ
＆

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
金
融
戦
略
室
長

を
歴
任
。専
門
は
金
融
機
関
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
。日
本
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
協

会
検
定
会
員
、埼
玉
大
学
博
士（
経
済

学
）、江
戸
川
大
学
教
授
。主
著
に『
銀

行
の
次
世
代
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
』

（
金
融
財
政
事
情
研
究
会
）。
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市
場
金
利
へ
の
追
随
率
を
抑
制
し
て
、

預
金
金
利
を
低
く
据
え
置
け
ば
、
金
融
機

関
に
と
っ
て
収
益
上
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
預
金
金
利
の
水
準

に
よ
っ
て
は
預
金
者
が
預
け
替
え
を
し
て

残
高
が
動
く
。
こ
の
た
め
金
融
機
関
が
店

頭
金
利
を
設
定
す
る
際
に
は
、
レ
ー
ト
要

因
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
要
因
の
両
面
に
目
を
配

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
店
頭
金

利
の
う
ち
普
通
預
金
を
は
じ
め
と
す
る
流

動
性
預
金
金
利
の
設
定
に
関
し
て
は
、
詳

細
は
後
述
す
る
が
「
市
場
金
利
追
随
率
」

を
通
じ
て
、
銀
行
勘
定
金
利
リ
ス
ク
量
に

重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

銀
行
業
は
バ
ー
ゼ
ル
規
制
の
第
2
の
柱

と
し
て
、
銀
行
勘
定
金
利
リ
ス
ク
量
を
評

価
し
た
上
で
経
営
体
力
と
対
比
し
て
、
リ

ス
ク
テ
イ
ク
が
過
大
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

金
融
当
局
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
監
督

を
受
け
て
い
る
。
金
利
リ
ス
ク
量
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
は
、
06
年
度
に
開
始
さ
れ
た
当

時
は
ア
ウ
ト
ラ
イ
ヤ
ー
基
準
と
呼
ば
れ
て

い
た
。
18
年
度
以
降
は
国
内
基
準
行
も
含

め
て
制
度
改
正
さ
れ
、
現
行
規
制
は
重
要

性
テ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
。
金
利
リ
ス
ク
量

は
、
市
場
金
利
が
変
化
し
た
際
の
資
産
と

負
債
の
経
済
価
値
の
変
化
額
の
差
額
で
み

る
た
め
、
金
利
上
昇
局
面
に
お
い
て
債
券

な
ど
の
資
産
価
値
が
目
減
り
し
た
と
し
て

も
、
預
金
を
中
心
と
す
る
負
債
価
値
も
目

減
り
す
れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
金
利
リ
ス
ク

量
は
相
殺
さ
れ
る
。

　

資
産
も
負
債
も
、
金
利
改
定
の
満
期
が

長
く
な
る
に
つ
れ
て
、
金
利
が
変
化
し
た

際
の
経
済
価
値
の
変
化
額
が
大
き
く
計
算

さ
れ
る
。
金
融
機
関
が
高
い
表
面
利
回
り

を
狙
っ
て
金
利
満
期
の
長
い
債
券
や
貸
出

金
を
多
く
保
有
す
る
と
、
資
産
サ
イ
ド
の

金
利
リ
ス
ク
量
が
大
き
く
な
る
。
こ
れ
を

負
債
サ
イ
ド
で
相
殺
す
る
際
、
負
債
の
金

利
満
期
の
長
さ
が
効
い
て
く
る
。
負
債
の

金
利
満
期
は
、
例
え
ば
1
年
定
期
預
金
で

あ
れ
ば
期
日
1
年
と
み
る
。
問
題
は
普
通

預
金
を
は
じ
め
と
す
る
流
動
性
預
金
の
取

り
扱
い
で
あ
る
。

　

流
動
性
預
金
は
要
求
払
い
で
、
定
期
預

金
の
よ
う
な
期
日
が
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

預
金
者
は
好
き
な
時
に
引
き
出
す
こ
と
が

で
き
る
。
だ
が
実
態
と
し
て
は
、
預
金
者

は
決
済
目
的
や
何
か
あ
っ
た
と
き
の
備
え

と
し
て
、
流
動
性
預
金
の
う
ち
相
当
部
分

を
維
持
す
る
た
め
、
残
高
が
一
気
に
引
き

出
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
長
期
間
銀
行
に

滞
留
す
る
性
質
が
あ
る
。
ま
た
市
場
金
利

が
変
動
し
て
も
、
預
金
金
利
を
改
定
す
る

こ
と
で
顧
客
に
転
嫁
で
き
る
部
分
に
つ
い

て
は
、
銀
行
は
金
利
変
動
リ
ス
ク
を
負
わ

ず
に
済
む
。
流
動
性
預
金
の
こ
の
よ
う
な

商
品
性
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、
銀
行
勘
定

金
利
リ
ス
ク
管
理
規
制
で
は
、
流
動
性
預

金
の
全
部
を
約
定
通
り
に
期
日
な
し
の
資

金
と
し
て
取
り
扱
う
の
で
は
な
く
、
コ
ア

預
金
（
流
動
性
預
金
の
う
ち
長
期
間
銀
行

に
滞
留
す
る
性
質
を
持
つ
金
利
非
連
動
的

な
部
分
）
の
考
慮
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

銀
行
勘
定
金
利
リ
ス
ク
規
制
に
お
い
て
、

コ
ア
預
金
の
認
定
手
法
に
は
標
準
的
手
法

と
内
部
モ
デ
ル
手
法
の
2
通
り
が
あ
る
。

標
準
的
手
法
で
は
、
過
去
5
年
に
大
規
模

な
預
金
流
出
が
な
い
限
り
、
流
動
性
預
金

残
高
の
う
ち
50
%
を
コ
ア
預
金
と
し
て
最

長
満
期
を
5
年
、
平
均
満
期
を
2
・
5
年

で
認
定
し
、
残
り
50
%
の
残
高
は
期
日
な

し
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
流
動
性

預
金
全
体
の
平
均
満
期
は
1
・
25
年
に
な

る
。
こ
の
平
均
満
期
は
一
律
で
、
個
別
金

融
機
関
の
流
動
性
預
金
の
滞
留
状
況
を
反

映
し
た
も
の
で
は
な
い
。

　

金
融
機
関
は
標
準
的
手
法
に
代
え
て
、

自
ら
の
流
動
性
預
金
残
高
の
動
向
を
反
映

し
た
コ
ア
預
金
内
部
モ
デ
ル
手
法
を
使
用

す
る
こ
と
が
、
金
融
当
局
に
合
理
性
を
説

明
で
き
る
こ
と
な
ど
の
条
件
付
き
で
認
め

ら
れ
て
い
る
。
小
規
模
金
融
機
関
で
は
標

準
的
手
法
が
多
用
さ
れ
て
い
る
が
、
大
手

銀
行
や
地
域
銀
行
で
は
内
部
モ
デ
ル
が
多

用
さ
れ
て
い
る
。
内
部
モ
デ
ル
で
は
、
流

動
性
預
金
の
う
ち
銀
行
に
長
期
滞
留
す
る

部
分
を
、
自
ら
の
過
去
の
残
高
動
向
な
ど

を
踏
ま
え
て
保
守
的
に
認
定
す
る
。
市
場

金
利
追
随
率
は
、
過
去
の
流
動
性
預
金
金

利
の
改
定
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
て
各
金
融

機
関
が
認
定
す
る
。
そ
し
て
、
長
期
滞
留

す
る
残
高
に
「
1
マ
イ
ナ
ス
市
場
金
利
追

随
率
」
を
乗
じ
て
金
融
機
関
が
金
利
変
動

リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
部
分
を
認
定
し
て
、

流
動
性
預
金
の
金
利
改
定
の
平
均
満
期
が

計
算
さ
れ
る
。

　

流
動
性
預
金
全
体
の
平
均
満
期
を
、
個

別
銀
行
の
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
情
報

（
23
年
3
月
期
）
を
集
計
し
て
筆
者
が
加

重
平
均
し
た
と
こ
ろ
、
大
手
銀
行
で
は

1
・
30
年
、
地
域
銀
行
で
は
3
・
25
年
で

あ
っ
た
。
内
部
モ
デ
ル
の
平
均
満
期
が
、

標
準
的
手
法
の
1
・
25
年
よ
り
も
長
め
に

評
価
さ
れ
る
傾
向
が
現
れ
て
い
る
。

　

標
準
的
手
法
で
は
流
動
性
預
金
残
高
の

う
ち
50
%
を
期
日
な
し
と
定
め
て
い
る
。

こ
れ
を
内
部
モ
デ
ル
手
法
の
枠
組
み
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
解
釈
す
る
と
、
金
利
変
動

リ
ス
ク
を
顧
客
に
転
嫁
す
る
割
合
（
す
な

わ
ち
市
場
金
利
追
随
率
）
は
、
標
準
的
手

法
で
は
50
%
と
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
内
部
モ
デ
ル
で
認
定
す
る
市
場
金
利

追
随
率
が
50
%
よ
り
も
低
い
水
準
に
な
る
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ほ
ど
に
、
標
準
的
手
法
と
比
べ
て
、
流
動

性
預
金
の
平
均
満
期
を
長
く
評
価
す
る
効

果
を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

流
動
性
預
金
の
う
ち
当
座
預
金
や
無
利

息
普
通
預
金
は
店
頭
金
利
が
0
%
と
決
ま

っ
て
い
る
の
で
、
市
場
金
利
が
い
か
に
変

化
し
よ
う
と
も
追
随
率
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

有
利
息
普
通
預
金
や
貯
蓄
預
金
の
店
頭
金

利
は
、
頻
繁
に
改
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
市
場
金
利
が
大
き
く
変
化
す
れ
ば

改
定
さ
れ
る
。
有
利
息
の
流
動
性
預
金
金

利
の
市
場
金
利
追
随
率
は
、
コ
ア
預
金
内

部
モ
デ
ル
手
法
で
は
、
自
ら
の
金
融
機
関

の
店
頭
金
利
を
被
説
明
変
数（
目
的
変
数
）

と
し
、
市
場
金
利
を
説
明
変
数
と
す
る
回

帰
分
析
の
傾
き
（
市
場
金
利
の
偏
回
帰
係

数
）
に
よ
っ
て
計
測
す
る
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

が
普
及
し
て
い
る
。

市
場
金
利
追
随
率
の
計
測

　

普
通
預
金
金
利
と
1
年
定
期
預
金
金
利

に
つ
い
て
、
一
般
的
な
銀
行
の
店
頭
金
利

の
推
移
を
、
同
じ
満
期
の
市
場
金
利
と
並

べ
て
図
表
1
に
示
す
。
長
期
ト
レ
ン
ド
で

は
、
預
金
金
利
は
市
場
金
利
の
変
化
に
追

随
し
て
い
る
姿
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
店

頭
金
利
の
改
定
の
頻
度
は
小
ま
め
な
も
の

で
は
な
い
。
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
時
期

に
は
、
市
場
金
利
が
マ
イ
ナ
ス
圏
で
推
移

し
て
い
て
も
店
頭
金
利
は
ゼ
ロ
%
近
傍
に

貼
り
付
い
て
お
り
、
市
場
金
利
に
追
随
す

る
関
係
性
が
薄
れ
て
い
た
。

金利の水準

市場金利（無担保コールO/N）
普通預金金利

普通預金金利

金利の水準

市場金利（1年国債利回り）
1年定期預金金利
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〈図表1〉金利の推移

0.000-0.100 0.100 0.200 0.300 0.400 0.500 0.600 0.700
市場金利（無担保コールO/N）

0.000 0.200 0.400 0.600 0.800-0.200
市場金利（1年国債利回り）

預金金利＝　市場金利×　0.35　＋　0.01
決定係数R^2　　（t値）（318.35）　（36.40）
　0.922

預金金利＝　市場金利×　0.38　＋　0.04
決定係数R^2　　（t値）（161.46）　（73.03）
0.754

普通預金金利
普通預金金利

1年定期預金金利 1年定期預金金利

観測データのプロット
回帰直線2001/01-2013/03 追随率38%
回帰直線2001/01-2024/04 追随率35%

観測データのプロット
回帰直線2001/01-2013/03 追随率50%
回帰直線2001/01-2024/04 追随率38%
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〈図表2〉金利水準の回帰
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図
表
1
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
預
金
金

利
の
市
場
金
利
追
随
率
の
回
帰
分
析
を
実

施
し
た
結
果
を
図
表
2
に
示
す
。
デ
ー
タ

の
観
測
期
間
を
今
世
紀
以
降
で
24
年
4
月

ま
で
に
す
る
と
、
市
場
金
利
追
随
率
は
普

通
預
金
で
35
%
程
度
、
1
年
定
期
預
金
で

38
%
程
度
で
あ
り
、
普
通
預
金
の
方
が
や

や
低
い
。
決
済
機
能
が
あ
る
普
通
預
金
は
、

し
ば
し
ば
財
布
代
わ
り
と
い
わ
れ
る
よ
う

に
、
機
動
的
に
使
え
る
利
便
性
が
重
視
さ

れ
る
。
定
期
預
金
の
よ
う
に
金
利
を
魅
力

と
し
た
商
品
性
で
は
な
い
こ
と
が
表
れ
て

い
る
。
デ
ー
タ
の
観
測
期
間
を
今
世
紀
以

降
で
日
銀
が
異
次
元
緩
和
を
掲
げ
る
手
前

の
13
年
3
月
ま
で
に
す
る
と
、
市
場
金
利

追
随
率
は
普
通
預
金
で
38
%
程
度
、
1
年

定
期
預
金
で
50
%
程
度
と
な
り
、
市
場
金

利
に
追
随
す
る
関
係
性
が
強
め
に
計
測
さ

れ
る
。
な
お
貸
出
金
利
に
つ
い
て
同
様
の

回
帰
分
析
を
す
る
と
追
随
率
は
80
〜
90
%

程
度
と
な
る
。

　

図
表
2
で
は
預
金
金
利
を
市
場
金
利
で

説
明
す
る
回
帰
分
析
を
示
し
た
が
、
金
融

工
学
の
理
論
で
は
、
時
系
列
デ
ー
タ
に
ト

レ
ン
ド
が
あ
る
と
定
常
過
程
で
は
な
く
な

っ
て
、
見
せ
掛
け
の
回
帰
に
な
る
恐
れ
が

あ
る
た
め
、
一
階
の
階
差
に
よ
る
回
帰
分

析
に
す
る
こ
と
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
一
階
の
階
差
と
は
、
金
利
の
日
次
デ

ー
タ
で
い
え
ば
当
日
と
前
日
の
金
利
変
化

幅
で
あ
り
、
一
階
の
階
差
に
よ
る
回
帰
分

析
は
、
市
場
金
利
の
変
化
幅
に
対
し
て
、

店
頭
金
利
の
変
化
幅
が
ど
の
程
度
追
随
し

た
の
か
を
意
味
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
預

金
金
利
の
場
合
、
過
去
の
日
次
デ
ー
タ
の

う
ち
金
利
改
定
が
あ
っ
た
サ
ン
プ
ル
が
非

常
に
少
な
く
、
金
利
改
定
が
な
か
っ
た
サ

ン
プ
ル
が
大
多
数
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、

実
際
に
一
階
の
階
差
に
よ
る
回
帰
分
析
を

す
る
と
、
追
随
率
の
係
数
は
有
意
に
計
測

さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
預
金
金
利
の
改
定

が
あ
っ
た
時
期
だ
け
を
抜
き
出
し
て
、「
預

金
金
利
変
化
幅
÷
市
場
金
利
変
化
幅
」
と

し
て
、
預
金
金
利
の
改
定
が
あ
っ
た
時
期

毎
に
追
随
の
程
度
を
把
握
し
て
み
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
改
定
時
期
の
プ
ロ
ッ
ト
に
は
ば

ら
つ
き
が
あ
る
が
、
図
表
3
に
掲
載
す
る

改
定
時
期
の
傾
き
を
平
均
す
る
と
普
通
預

金
で
は
37
%
、
1
年
定
期
預
金
で
は
48
%

で
あ
り
、
図
表
2
で
示
し
た
異
次
元
緩
和

手
前
ま
で
を
観
測
期
間
と
し
た
市
場
金
利

追
随
率
に
お
お
む
ね
近
い
値
で
あ
る
。

　

預
金
金
利
の
改
定
が
、
引
き
上
げ
で
あ

っ
た
時
期
（
金
利
上
昇
局
面
）、
引
き
下

げ
で
あ
っ
た
時
期
（
金
利
低
下
局
面
）
に

二
分
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
傾
き
を
平
均
し

て
み
る
と
、
普
通
預
金
・
定
期
預
金
と
も

に
、
傾
き
の
平
均
は
金
利
上
昇
局
面
の
方

が
マ
イ
ル
ド
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
預
金
金

利
は
金
利
上
昇
局
面
で
上
げ
渋
る
傾
向
を

示
唆
し
て
お
り
、
金
利
上
昇
局
面
で
は
預

金
ス
プ
レ
ッ
ド（
市
場
金
利
─
預
金
金
利
）

が
改
善
し
、
金
融
機
関
か
ら
み
る
と
預
金

を
獲
得
す
る
収
益
面
の
魅
力
が
増
す
と
い

え
る
。

　

今
回
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
解
除
の
時

期
の
金
利
追
随
率
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た

の
か
。
図
表
3
で
示
し
た
普
通
預
金
金
利

の
傾
き
（
預
金
金
利
変
化
幅
÷
市
場
金
利

変
化
幅
）
は
20
%
未
満
で
あ
り
、
普
通
預

金
金
利
を
0
・
02
%
に
し
た
大
多
数
の
銀

行
の
追
随
率
は
低
位
で
あ
っ
た
。
普
通
預

金
金
利
を
0
・
03
%
に
し
た
一
部
ネ
ッ
ト

銀
行
の
傾
き
を
計
算
す
る
と
30
%
未
満
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
普
通
預
金
金
利
の

17
年
ぶ
り
の
引
き
上
げ
の
際
の
金
利
追
随

率
は
、
過
去
の
改
定
時
と
比
べ
て
低
位
で
、

2024/04

2024/04

普通預金金利
預金金利の変化幅
（普通預金金利）

1年定期預金金利
預金金利の変化幅
（1年定期預金金利）

預金金利の改定があった時期のプロット
傾きの全期間平均37%
傾きの上昇局面平均27%
傾きの低下局面平均41%

預金金利の改定があった時期のプロット
傾きの全期間平均48%
傾きの上昇局面平均39%
傾きの低下局面平均50%
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〈図表3〉金利変化幅のプロット
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市
場
金
利
の
変
化
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

預
金
金
利
の
引
き
上
げ
競
争
が
熱
を
帯
び

て
い
る
と
は
、
今
の
と
こ
ろ
は
い
え
な
い
。

金
利
競
争
に
よ
ら
な
い
預
金
の
粘
着
性

　

前
回
の
金
利
上
昇
局
面
の
07
年
3
月
末

で
は
、
全
国
銀
行
の
流
動
性
預
金
残
高
は

3
1
6
兆
円
で
、
預
金
残
高
全
体
に
占
め

る
割
合
は
58
%
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
23

年
3
月
末
の
同
残
高
は
7
3
1
兆
円
と
、

07
年
と
比
べ
て
約
2
・
3
倍
に
増
大
し
て

お
り
、
預
金
残
高
全
体
に
占
め
る
割
合
は

73
%
へ
と
高
ま
っ
て
い
る
。
銀
行
勘
定
金

利
リ
ス
ク
量
の
計
測
に
お
い
て
、
流
動
性

預
金
の
平
均
満
期
が
及
ぼ
す
イ
ン
パ
ク
ト

が
量
的
な
意
味
で
大
き
く
な
っ
た
。

　

預
金
者
が
預
金
金
利
に
反
応
し
て
預
け

替
え
を
す
る
程
度
は
、
預
金
者
の
金
利
感

応
度
に
依
存
す
る
。
低
金
利
が
長
期
間
続

い
た
こ
と
で
預
金
者
の
金
利
感
応
度
は
下

が
っ
た
。
わ
ず
か
な
金
利
差
を
追
求
し
て

定
期
預
金
な
ど
に
預
け
替
え
る
と
い
う
預

金
者
行
動
は
薄
れ
、
結
果
的
に
流
動
性
預

金
残
高
が
積
み
上
が
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
で
預
金
者
の
口
座
に
振
り
込

ま
れ
た
各
種
の
給
付
金
な
ど
も
、
預
金
者

が
手
を
付
け
ず
に
口
座
に
置
い
て
お
い
た

部
分
が
流
動
性
預
金
の
積
み
上
が
り
に
寄

与
し
た
。

　

今
後
、
も
し
も
預
金
者
の
金
利
感
応
度

が
高
ま
れ
ば
、
流
動
性
預
金
の
う
ち
長
期

滞
留
し
な
い
部
分
は
、
も
っ
と
利
回
り
が

高
い
金
融
商
品
に
シ
フ
ト
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
利
回
り
に
惹ひ

か
れ
て
簡
単

に
動
く
マ
ネ
ー
は
、
そ
の
定
義
と
し
て
コ

ア
預
金
で
は
な
く
、
い
わ
ば
上
澄
み
預
金

で
あ
る
。
も
し
も
金
融
機
関
が
、
上
澄
み

預
金
の
流
出
を
食
い
止
め
よ
う
と
し
て
預

金
金
利
を
引
き
上
げ
る
な
ら
ば
、
流
動
性

預
金
の
市
場
金
利
追
随
率
を
高
め
て
し
ま

い
、
内
部
モ
デ
ル
を
使
っ
て
い
れ
ば
流
動

性
預
金
の
平
均
満
期
を
自
ら
短
期
化
す
る

こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

市
場
金
利
追
随
率
は
、
店
頭
金
利
と
市

場
金
利
と
の
関
係
を
単
純
に
モ
デ
ル
化
し

た
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
実
際
の
預
金
金
利

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
は
も
っ
と
複
雑
な
判
断

が
伴
う
。
例
え
ば
、
普
通
預
金
と
定
期
預

金
の
金
利
差
の
付
け
方
や
金
利
改
定
の
タ

イ
ミ
ン
グ
は
、
預
金
者
の
預
け
替
え
行
動

に
影
響
す
る
。
資
金
利
益
は
金
利
と
残
高

で
決
ま
る
が
、
店
頭
金
利
は
金
融
機
関
が

直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
で
あ
る
一
方
、

残
高
は
顧
客
行
動
に
左
右
さ
れ
る
。
顧
客

は
店
頭
金
利
だ
け
で
取
引
を
判
断
す
る
わ

け
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
流
動
性
預
金
に

つ
い
て
は
、
金
融
機
関
の
利
便
性
や
信
用

力
と
い
っ
た
非
価
格
の
要
因
の
方
が
重
視

さ
れ
る
。
定
期
預
金
に
つ
い
て
も
、
必
ず

し
も
金
利
だ
け
が
顧
客
の
取
引
判
断
の
要

因
で
は
な
く
、
流
動
性
預
金
の
取
引
と
似

た
よ
う
な
非
価
格
の
要
因
も
考
慮
さ
れ
る
。

非
価
格
の
要
因
に
根
ざ
し
た
「
預
金
の
粘

着
性
」
は
、
地
域
に
営
業
拠
点
を
置
き
、

地
域
顧
客
と
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
築
き
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
引
を
仲
介
す
る
預
金

取
り
扱
い
金
融
機
関
が
持
つ
強
み
で
あ
る
。

　

預
金
金
利
な
ど
の
銀
行
商
品
金
利
の
市

場
金
利
へ
の
追
随
率
は
、
商
品
間
で
相
違

す
る
。
金
利
上
昇
局
面
で
は
預
金
金
利
の

追
随
率
は
低
位
で
、
貸
出
金
利
の
追
随
率

は
高
位
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
預
貸
利
ざ
や

は
改
善
す
る
傾
向
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
銀
行
商
品
金
利
と
、
ラ
イ
バ
ル
に
な

る
別
の
選
択
肢
と
の
金
利
差
次
第
で
は
、

一
部
の
顧
客
行
動
が
変
化
し
て
預
貸
取
引

が
動
く
。

　

市
場
金
利
が
変
化
す
る
局
面
で
は
、
預

貸
取
引
の
動
き
に
応
じ
て
、
金
融
機
関
自

ら
が
直
接
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
有
価
証

券
運
用
に
よ
っ
て
か
じ
を
取
り
、
銀
行
勘

定
金
利
リ
ス
ク
や
資
金
流
動
性
リ
ス
ク
を

制
御
し
な
が
ら
、
資
金
利
益
を
追
求
す
る

A
L
M
の
巧
拙
が
特
に
重
要
に
な
っ
て
く

る
。
金
融
機
関
は
金
利
上
昇
が
資
金
利
益

お
よ
び
銀
行
勘
定
金
利
リ
ス
ク
量
に
影
響

波
及
す
る
流
れ
（
図
表
4
）
を
踏
ま
え
た

上
で
、
銀
行
商
品
金
利
の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

に
つ
い
て
も
営
業
部
門
に
任
せ
き
り
に
す

る
の
で
は
な
く
、
A
L
M
運
営
全
体
の
枠

組
み
の
中
で
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が

望
ま
れ
る
。

市場金利
追随率 顧客の

金利感応度

非価格の要因
（利便性、信用、
リレーションなど）

預金金利などの
銀行商品金利

預貸取引

…金融機関が直接コントロール可能

有価証券
運用

金利リスク
（⊿EVE）

資金利益
（NII）

コア預金
モデル

市
場
金
利
の
上
昇

〈図表4〉金利上昇の資金利益・銀行勘定金利リスク量への影響波及


